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アトピー性皮膚炎患児のディストレスについての研究 

―児童期から思春期におけるディストレスの変化に着目して― 
 

溝 口  剛*・兼 武 明 理** 
 
 

【要 旨】  アトピー性皮膚炎は，様々な因子の影響を受けて起こるアレ 
ルギー疾患である。先行研究から，成人型アトピー性皮膚炎患者において， 
疾患がもたらす生活上の苦悩(ディストレス)が見られることが示されている 
が，児童期・思春期のディストレスに関しては，研究が少ないのが現状であ 
る。本研究では，児童期・思春期にアトピー性皮膚炎を有していた青年 4 名 
に面接調査を行い，生じたディストレスの内容やその変化に着目して，得ら 
れた結果を修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチによって分析した。 
その結果，アトピー性皮膚炎患児は体質的な肌の弱さという素地を持ってい 
ることが多く，それが疾患の管理を複雑なものにしていること，医療者との 
関係の良し悪しが，ディストレスの一つとして挙げられることがわかった。 
また，ディストレスの軽減には症状自体の軽快だけでなく，家庭，医療機関， 
学校で得られるサポートや周囲の人との関係が，影響を及ぼしていることが 
明らかとなった。 
 
【キーワード】  アトピー性皮膚炎 ディストレス 児童期思春期 
 

 
Ⅰ 問題・目的 

 

1 問題 

アトピー性皮膚炎(Atopic Dermatitis:以下 AD)は日本皮膚科学会(2009)によって「増悪・完

解を繰り返す，そう痒のある湿疹を主病変とする疾患であり，患者の多くはアトピー素因をも

つ」と定義されており，慢性の経過をたどるアレルギー疾患の一つである。その病態はまだ明

らかになっていないことが多いとされているが，小児期に多く起こり，ダニやほこり，気候，

食事，体質，ストレス，大気汚染，室内環境などの様々な因子の影響を受けて起こるものと考

えられている。現在の治療としては，①スキンケア（きれいで潤いのある皮膚を保つ），②薬物 
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A Study of Distress from Atopic Dermatitis 
 among Child Patients 

―Focusing on Changes of Distress in Childhood and EarlyAdolescence― 
 

Abstract 

 
Atopic dermatitis is an allergy caused by the influence of various 

factors. Previous studies suggested that adult patients with atopic 
dermatitis suffered distress caused by their condition in their daily life, 
but very few studieshave reported about distress among those in 
childhood or early adolescence.   

In this study, we interviewed four youths who suffered from atopic 
dermatitis in childhood or early adolescence. Weanalyzed the data by the 
Modified Grounded Theory Approach, focusing on the contents and 
changes of distress. As a result, itbecame clear that atopic dermatitis 
patients in childhood had sensitive skin by nature. This prevented them 
from managing thedisease, and the bad relationship between medical 
staff and child patients could be one cause of distress. In addition, it 
wasshown that their distress was reduced not only with the improvement 
of the symptoms, but also by support at home or in the hospitalor school, 
and good relationships between child patients and the people around 
them. 
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